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Abstract  Stonefly nymphs (Insecta, Plecoptera) were collected at 80 sites in the Yahagi River system and in its 
surrounding rivers, central Honshu, Japan, in addition to our previous studies. The genera Kamimuria and 
Paragnetina were widely distributed in both upstream and downstream of the Yahagi Dam. Isoperla nipponica was 
widely distributed in upstream of the Yahagi Dam, but it tended to be few in downstream of the Yahagi Dam. The 
genus Xanthoneuria was widely distributed and abundant in upstream of the Yahagi Dam, but, in contrast, it was 
not collected at all in the main stem of the Yahagi River downstream of the Yahagi Dam (alt. 15-183 m, catchment 
area 513-1428 km2). In the surrounding areas of the Yahagi River system, Xanthoneuria nymphs were widely 
collected in the rivers of the Kiso River system and the Tenryû River system, although they were not collected in 
the rivers of the Toyo River system. In the Nagara River system, the nymphs were found in the rivers at altitudes of 
64-104 m and with catchment areas of 278-1079km2. From these distribution patterns, it is considered that 
Xanthoneuria used to be distributed in the main stem of the Yahagi River below the Yahagi Dam, but the 
construction of the Dam would have changed the downstream environment and consequently Xanthoneuria has 
become uninhabitable there. By rearing of the nymphs, it was found that all three known species of Xanthoneuria 
from Japan, X. fulva, X. jouklii and X. bolivari inhabited the Yahagi River system. Xanthoneuria fulva tended to 
inhabit upper streams of the Yahagi River system, whereas X. jouklii tended to be collected in the rivers below the 
habitat of X. fulva, above the Yahagi Dam. X. bolivari was collected only in a tributary, the Ai River. The life cycle 
of X. jouklii was investigated at Sumigase (alt. 326 m). The eggs needed more than half a year to hatch. The change 
in size frequency of the nymphs indicates that the nymphs spent about one year underwater. Large nymphs of X. 
jouklii were collected from October through winter to May. The adults emerged simultaneously in late May. The 
life cycle of X. jouklii seems to be hemivoltine with very long hatching time. The life cycle of X. fulva was studied 
at Utsubo (alt. 980 m). The nymphs of X. fulva seems to need longer larval periods than those of X. jouklii, and the 

















級河川であり、標高 1,908 m の長野県大川入山付近を源
流として愛知県中央部を流れ、三河湾へ注ぐ、幹川流路
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貝カワヒバリガイ Limnoperna fortunei の侵入と大発生
16-18)、外来の水草オオカナダモ Egeria densa の大繁茂






ている 6, 8, 11-13, 15, 17, 22, 24)。 
 
1.3 土砂バイパストンネルと底生動物 

























の 2 ダムでは、ダム上下流の底生動物がよく似ていた。 
図 1. 矢作川本流におけるカワゲラ類 5 属の流程分布（藤本ほか 37) に追加） 
Fig. 1. Distribution of five stonefly genera in the main stem of Yahagi River. 
種不明



























































































ビケラ Stenopsyche marmorata →  オオシマトビケラ
Macrostemum radiatum）35) に着目し、矢作川本流の 86
地点で河床が撹乱を受けてからの時間を相対的に評価
することを試みた。 
図 2. 矢作川水系および周辺河川におけるオオヤマカワゲラの分布 












































































































































































な 33 分類群、あるいは 30 分類群について生息地の標高
と河川規模（集水面積）を示した。その結果、両研究と
もに、キカワゲラ属 Xanthoneuria、クサカワゲラ属 Iso- 













図 3. 矢作川水系および周辺河川におけるコナガカワゲラ属の分布 






















































































































































































図 4. 矢作川水系および周辺河川におけるエダオカワゲラの分布 


























































































































































































図 5. 矢作川水系および周辺河川におけるフタスジクサカワゲラの分布 





















































































































































































図 6. 矢作川水系と周辺河川および長良川水系におけるキカワゲラ属の分布 
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川、同村靭のフロヤ沢の 3 地点において、網目内径約 3 
mm のタモ網で、早瀬を中心に様々な場所でカワゲラ類
を採集し、80%エタノールで固定した。 






Fig. 7. Relation between altitude and catchment area of collection sites and number of Xanthoneuria nymphs 





















































澄ヶ瀬：2017 年 4 月 14 日、4 月 28 日、5 月 12 日、6
月 9 日、7 月 4 日、8 月 4 日、9 月 14 日、10 月 6 日、11
月 7 日、12 月 26 日、2018 年 1 月 26 日、2 月 20 日、3
月 19 日、4 月 17 日、5 月 11 日、5 月 22 日、6 月 1 日、
6 月 12 日、6 月 26 日、7 月 13 日、7 月 31 日、8 月 20
日。 
中平：2018 年 4 月 17 日、5 月 22 日、6 月 1 日、6 月
12 日、6 月 19 日、6 月 26 日、7 月 13 日、7 月 31 日、8
月 20 日、9 月 18 日、10 月 9 日、11 月 12 日、12 月 11
日、2019 年 1 月 18 日、2 月 5 日、3 月 22 日、4 月 16
日、5 月 14 日、6 月 4 日、7 月 9 日、8 月 6 日、9 月 3
日、10 月 8 日、11 月 5 日、12 月 10 日。 
靭：2018 年 12 月 11 日、2019 年 1 月 18 日、2 月 5 日、
3 月 22 日、4 月 16 日、5 月 14 日、6 月 4 日、7 月 9 日、




2018 年 5 月に幼虫の飼育羽化によって得た卵は、2 cm
ほどの深さに水道水を入れたポリ瓶に入れ、定期的に水
を入れ替えた。ポリ瓶は発泡スチロールの箱に蓋をして







2019 年 6 月 13 日（天気：晴れ）19 時頃、長野県平谷
村・岐阜県恵那市上矢作町の合川（標高 790m）でカワ










川﨑・内田 36) および藤本ほか 37) は、キカワゲラ属、
クサカワゲラ属、オオヤマカワゲラ属の 3 属を矢作ダム
図 9. 中胸の正中線上の長さ（A）と 
翅包の先端までの長さ（B） 
Fig. 9. The length of mesothorax along the median  
suture (A) and at the apex of wing bud (B). 
図 8. キカワゲラ属の飼育羽化の結果 
Fig. 8. Results of rearing Xanthoneuria. 
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カワゲラ類として、次の 5 分類群が挙げられた。 











2. フタスジクサカワゲラ Isoperla nipponica（図 5） 





水系の 1 地点で採集されたのみだった。 
3. オオヤマカワゲラ Oyamia lugubris（図 2） 














5. エダオカワゲラ属 Caroperla（図 4） 
図 10. 恵那市澄ヶ瀬（左）と平谷村中平（中）と平谷村靭（右）における 
キカワゲラ属幼虫の中胸の正中線上の長さと翅包の伸び率との関係 
Fig. 10. Relation between the length of mesothorax along median suture and the growth ratio of wing bud  

























































0.6 km2 以上かつ約 500 km2 以下、標高 300 m 以上かつ
約 1,200 m 以下の範囲で生息していたが、標高 300 m 以
下には生息していなかった（図 7、黄色の円）。この標
高の下限は、矢作ダムの貯水池（奥矢作湖）の湖面が標
高 300 m であるため、それより標高の低い下流の河川に
は生息していないことに対応している。 
矢作川水系に隣接する木曽川水系、天竜川水系の河川
では、集水面積約 3 km2 以上かつ約 300 km2 以下、標高
290 m 以上かつ約 1,200 m 以下の範囲で生息しており、
矢作川水系とほぼ同じであった（図 7、赤と紫の円）。 
しかし、東京都・山梨県の多摩川水系ではキカワゲラ
属は標高 100 m から生息していた 37, 42)。 
また、長良川水系では、標高約 60 m から 100 m の範
囲で見つかった（図 7、橙色の円）。 
以上の分布調査の結果から、矢作川本流の矢作ダム下













個体数を図 8 に示した。矢作川水系には日本産既知 3
種のすべてが生息していた。上村川水系では上流にキカ
ワゲラ、下流にヨウクルカワゲラが分布する傾向があっ














便宜的に翅包の伸び率 1.2 を境に両者を区別した。 
平谷村中平では、翅包の伸び率が 2.0 を超える個体が
図 11．恵那市澄ヶ瀬におけるヨウクルカワゲラの生活史 
Fig. 11. The life cycle of Xanthoneuria jouklii at Sumigase. 
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し生活史を調査した（図 11）。2017 年と 2018 年の幼虫
の体長組成の季節変化は、ほぼ同様であった。羽化も
2017 年、2018 年ともに 5 月下旬であった。羽化した
16♂18♀の成虫はすべてヨウクルカワゲラであった。 
2018 年 5 月 26 日にそのうちの 1♀が産卵した卵を観
察した結果、翌年の 2019 年 5 月 30 日～6 月 12 日に 12
個体が孵化した（図 12 上）。その後 6 月 20 日頃まで観
察を続けたが、その他の卵は腐敗して孵化しなかった。 
また、合川で 2019 年 6 月 18 日に採集した成虫のヨウ
クルカワゲラから得た 2 つの卵塊から同年 12 月 5 日～
2020 年 3 月 12 日に 249 個体が孵化した（図 12 下）。そ










さらに幼虫で約 1年を過ごす 2年 1化の生活史と考えら
れる。すなわち、多摩川水系秋川において、幼虫の体長
組成のみからヨウクルカワゲラの生活史を1年1化とし
た内田 42) の推定は誤りであった可能性が高い。 
なお、同じモンカワゲラ亜科に属するモンカワゲラ属
Calineuria の 1 種でも卵期間が 1 年 1 ヶ月から 2 年 5 ヶ
月と極めて長いことが知られている 43, 44)（ミツモンカ
ワゲラ Acroneuria jezoensis として）。 
以上のことから、ヨウクルカワゲラを幼虫で調査する
のに適している季節は、大きな幼虫を採集できる 10 月







図 12. ヨウクルカワゲラの卵期間（産卵日と 1 齢幼虫の孵化日・個体数） 
上, 澄ヶ瀬（幼虫を飼育羽化, 2018 年 5 月下旬に産卵, 1♀）; 下, 合川（成虫を採集, 2019 年 6 月中旬に産卵, 2♀） 
Fig. 12. Egg periods of Xanthoneuria jouklii (dates of oviposition and hatching). 






















































Fig.13. The life cycle of X. fulva at Utsubo. 
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約 1 年を過ごす 2 年 1 化の生活史と考えられる。そのた
め、ヨウクルカワゲラを幼虫で調査するのに適している














の成果の一部である。また、同大学 工学部 土木工学科 
土木工学専攻における伊藤の 2018 年度の卒業研究の成
図 14．平谷村中平におけるヨウクルカワゲラ・キカワゲラの生活史 











および同大学大学院 工学研究科 博士前期課程 建設シ
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Appendix fig.1-1. Relation between altitude and catchment area of collection sites and number 
of nymphs in the Yahagi River system and surrounding rivers. 

























































































付図 1-2. 矢作川水系および周辺の水系における調査地点の標高・集水面積と幼虫の個体数との関係 
（上：エダオカワゲラ属, 下：フタスジクサカワゲラ） 
Appendix fig.1-1. Relation between altitude and catchment area of collection sites and number of nymphs in 
the Yahagi River system and surrounding rivers. 
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日
本
高
速
道
路
（株
）、
環
境
・グ
リ
ー
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
（株
）
定
性
0
0
0
0
0
18
5
愛
知
県
岡
崎
市
桜
井
寺
町
 男
川
 青
木
川
合
流
点
の
南
東
0.
2k
m
50
90
.9
20
15
年
 2
月
25
日
中
日
本
高
速
道
路
（株
）、
環
境
・グ
リ
ー
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
（株
）
定
性
0
1
0
0
0
18
6
愛
知
県
岡
崎
市
桜
井
寺
町
 青
木
川
 乙
川
合
流
点
の
南
0.
3k
m
60
11
.4
20
15
年
 2
月
26
日
中
日
本
高
速
道
路
（株
）、
環
境
・グ
リ
ー
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
（株
）
定
性
0
0
0
0
0
18
7
愛
知
県
岡
崎
市
桜
井
寺
町
 男
川
 青
木
川
合
流
点
の
西
北
西
0.
2k
m
50
10
3
20
15
年
 2
月
25
日
中
日
本
高
速
道
路
（株
）、
環
境
・グ
リ
ー
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
（株
）
定
性
0
0
0
0
0
18
8
愛
知
県
岡
崎
市
茅
原
沢
町
・生
平
町
 男
川
 乙
川
合
流
点
の
北
東
0.
4k
m
30
11
2
20
15
年
 2
月
25
日
中
日
本
高
速
道
路
（株
）、
環
境
・グ
リ
ー
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
（株
）
定
性
0
0
0
0
0
18
9
愛
知
県
岡
崎
市
須
淵
町
 乙
川
 新
東
名
高
速
道
路
乙
川
橋
の
北
東
0.
3k
m
85
58
.9
20
15
年
 2
月
25
日
中
日
本
高
速
道
路
（株
）、
環
境
・グ
リ
ー
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
（株
）
定
性
0
0
0
0
0
19
0
愛
知
県
岡
崎
市
才
栗
町
 乙
川
支
流
入
川
 秦
梨
小
学
校
の
東
0.
4k
m
90
1.
1
20
15
年
 2
月
26
日
中
日
本
高
速
道
路
（株
）、
環
境
・グ
リ
ー
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
（株
）
定
性
0
0
0
0
0
19
1
愛
知
県
岡
崎
市
秦
梨
町
 乙
川
 秦
梨
小
学
校
の
南
0.
6k
m
60
63
.3
20
15
年
 2
月
25
日
中
日
本
高
速
道
路
（株
）、
環
境
・グ
リ
ー
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
（株
）
定
性
0
0
0
0
0
19
2
愛
知
県
岡
崎
市
生
平
町
・小
美
町
 乙
川
 男
川
合
流
点
の
西
南
西
0.
9k
m
30
18
2
20
15
年
 2
月
25
日
中
日
本
高
速
道
路
（株
）、
環
境
・グ
リ
ー
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
（株
）
定
性
0
0
0
0
0
81
矢作川水系および周辺河川におけるカワゲラ類（特にキカワゲラ属）の分布と生活史 
 
 
 
 
※
21
7 ～
22
1
は
図
2 ～
5
に
は
未
記
載
、
藤
本
ほ
か
 3
7)
 の
図
3 、
5
に
オ
オ
ヤ
マ
カ
ワ
ゲ
ラ
の
み
記
載
 
付
表
2.
 
周
辺
河
川
に
お
け
る
採
集
地
点
情
報
と
採
集
数
 
A
pp
en
di
x 
ta
bl
e 
2.
 C
ol
le
ct
io
n 
si
te
 in
fo
rm
at
io
n 
an
d 
nu
m
be
r o
f c
ol
le
ct
io
ns
  
in
 th
e 
su
rr
ou
nd
in
g 
riv
er
s. 
地
点
番
号
地
点
名
標
高
（m
）
集
水
面
積
(k
m
^2
)
採
集
年
月
日
採
集
者
調
査
方
法
キ
カ
ワ
ゲ
ラ
属
X
an
th
on
eu
ri
a
オ
オ
ヤ
マ
カ
ワ
ゲ
ラ
O
ya
m
ia
lu
gu
br
is
コ
ナ
ガ
カ
ワ
ゲ
ラ
属
Fl
ab
op
er
la
エ
ダ
オ
カ
ワ
ゲ
ラ
属
C
ar
op
er
la
フ
タ
ス
ジ
ク
サ
カ
ワ
ゲ
ラ
Is
op
er
la
ni
pp
on
ic
a
19
3
岐
阜
県
中
津
川
市
神
坂
　
湯
舟
沢
川
43
4
34
.3
20
18
年
 5
月
1 日
内
田
臣
一
・市
川
隼
也
・山
本
康
賀
・伊
藤
誠
記
・柵
木
大
輝
・植
田
純
平
・畑
中
敦
の
べ
12
0分
9
0
0
0
0
19
4
岐
阜
県
中
津
川
市
落
合
　
落
合
川
29
6
65
.3
20
18
年
 5
月
1 日
内
田
臣
一
・市
川
隼
也
・山
本
康
賀
・伊
藤
誠
記
・柵
木
大
輝
・植
田
純
平
・畑
中
敦
の
べ
12
0分
5
0
0
0
0
19
5
岐
阜
県
中
津
川
市
中
津
川
　
中
津
川
46
0
58
.3
20
18
年
 5
月
1 日
内
田
臣
一
・市
川
隼
也
・山
本
康
賀
・伊
藤
誠
記
・柵
木
大
輝
・植
田
純
平
・畑
中
敦
の
べ
12
0分
7
0
0
0
0
19
6
岐
阜
県
中
津
川
市
手
賀
野
　
中
津
川
　
中
津
川
橋
34
8
65
.9
20
18
年
 5
月
1 日
内
田
臣
一
・市
川
隼
也
・山
本
康
賀
・伊
藤
誠
記
・柵
木
大
輝
・植
田
純
平
・畑
中
敦
の
べ
12
0分
0
0
0
0
0
19
7
岐
阜
県
中
津
川
市
大
谷
　
阿
木
川
　
大
谷
橋
上
流
51
8
21
.1
20
18
年
 5
月
1 日
内
田
臣
一
・市
川
隼
也
・山
本
康
賀
・伊
藤
誠
記
・柵
木
大
輝
・植
田
純
平
・畑
中
敦
の
べ
12
0分
19
0
0
0
0
19
8
長
野
県
阿
智
村
智
里
　
園
原
　
本
谷
川
　
殿
島
東
橋
71
4
36
.8
20
18
年
 5
月
2 日
内
田
臣
一
・崎
下
紘
信
・山
本
康
賀
・伊
藤
誠
記
・柵
木
大
輝
・植
田
純
平
・柴
田
那
智
の
べ
12
0分
8
0
0
0
0
19
9
長
野
県
阿
智
村
智
里
　
大
沢
　
大
沢
川
　
大
沢
川
橋
58
2
15
.6
20
18
年
 5
月
15
日
内
田
臣
一
・市
川
隼
也
・山
本
康
賀
・伊
藤
誠
記
・山
内
佑
華
・柵
木
大
輝
・植
田
純
平
の
べ
12
0分
16
0
0
0
0
20
0
長
野
県
阿
智
村
駒
場
　
曽
山
　
阿
知
川
　
長
塚
橋
53
0
16
9
20
18
年
 5
月
15
日
内
田
臣
一
・市
川
隼
也
・山
本
康
賀
・伊
藤
誠
記
・山
内
佑
華
・柵
木
大
輝
・植
田
純
平
の
べ
12
0分
8
0
0
0
0
20
1
長
野
県
阿
智
村
伍
和
　
下
郷
　
阿
知
川
　
わ
い
・W
ai
橋
49
7
17
3
20
18
年
 5
月
2 日
内
田
臣
一
・崎
下
紘
信
・山
本
康
賀
・伊
藤
誠
記
・柵
木
大
輝
・植
田
純
平
・柴
田
那
智
の
べ
12
0分
14
0
0
0
0
20
2
長
野
県
飯
田
市
阿
智
村
立
石
　
中
央
　
阿
知
川
　
阿
知
川
橋
40
5
21
2
20
18
年
 5
月
2 日
内
田
臣
一
・崎
下
紘
信
・山
本
康
賀
・伊
藤
誠
記
・柵
木
大
輝
・植
田
純
平
・柴
田
那
智
の
べ
12
0分
6
0
0
0
6
20
3
長
野
県
阿
智
村
浪
合
　
あ
ら
ら
ぎ
C
C
　
あ
ら
ら
ぎ
第
二
砂
防
堰
堤
下
流
11
75
3.
6
20
18
年
 5
月
15
日
内
田
臣
一
・市
川
隼
也
・山
本
康
賀
・伊
藤
誠
記
・山
内
佑
華
・柵
木
大
輝
・植
田
純
平
の
べ
12
0分
2
0
0
0
0
20
4
長
野
県
阿
智
村
浪
合
　
恩
田
川
　
寒
原
10
60
9.
55
20
18
年
 5
月
15
日
内
田
臣
一
・市
川
隼
也
・山
本
康
賀
・伊
藤
誠
記
・山
内
佑
華
・柵
木
大
輝
・植
田
純
平
の
べ
12
0分
13
0
0
0
0
20
5
長
野
県
阿
智
村
　
大
川
入
川
　
一
之
橋
10
20
3.
04
20
18
年
 1
1 月
12
日
内
田
臣
一
・市
川
隼
也
・伊
藤
誠
記
・山
内
佑
華
・柵
木
大
輝
・植
田
純
平
の
べ
12
0分
30
0
0
1
0
20
6
長
野
県
阿
智
村
浪
合
　
向
　
治
部
坂
川
　
大
川
橋
97
0
12
.5
20
18
年
 5
月
15
日
内
田
臣
一
・市
川
隼
也
・山
本
康
賀
・伊
藤
誠
記
・山
内
佑
華
・柵
木
大
輝
・植
田
純
平
の
べ
12
0分
14
0
0
0
0
20
7
長
野
県
売
木
村
地
岳
　
軒
川
　
日
陰
山
橋
下
流
87
6
7.
17
20
18
年
 9
月
25
日
内
田
臣
一
・伊
藤
誠
記
・山
内
佑
華
・柵
木
大
輝
の
べ
12
0分
0
2
1
0
0
20
8
長
野
県
阿
南
町
　
鈴
ヶ
沢
川
　
不
動
橋
上
流
87
0
7.
72
20
18
年
 8
月
27
日
内
田
臣
一
・山
本
康
賀
・山
内
佑
華
・植
田
純
平
の
べ
12
0分
13
0
0
0
0
20
9
長
野
県
売
木
村
奥
小
屋
　
岩
倉
川
　
奥
小
屋
橋
85
8
7.
01
20
18
年
 9
月
25
日
内
田
臣
一
・伊
藤
誠
記
・山
内
佑
華
・柵
木
大
輝
の
べ
12
0分
6
0
0
0
0
21
0
愛
知
県
設
楽
町
豊
邦
　
滝
瀬
　
タ
コ
ウ
ズ
川
41
0
6.
99
20
18
年
 3
月
7 日
内
田
臣
一
・市
川
隼
也
の
べ
30
分
0
11
1
0
0
21
1
愛
知
県
設
楽
町
豊
邦
　
境
川
　
境
橋
下
流
38
0
22
.8
20
18
年
 3
月
7 日
内
田
臣
一
・市
川
隼
也
の
べ
30
分
0
11
1
0
0
21
2
愛
知
県
設
楽
町
豊
邦
　
豊
川
　
大
名
倉
40
0
18
.1
20
18
年
 3
月
7 日
内
田
臣
一
・市
川
隼
也
の
べ
30
分
0
10
0
0
0
21
3
愛
知
県
設
楽
町
清
崎
 豊
川
（寒
狭
川
）設
楽
ダ
ム
建
設
予
定
地
33
3
62
.7
20
17
年
 1
2 月
10
日
内
田
臣
一
・市
川
隼
也
・宮
岸
和
喜
・林
尚
吾
・山
腰
峻
吾
・今
井
佑
典
の
べ
12
0分
0
5
0
0
0
21
4
愛
知
県
設
楽
町
豊
邦
　
鰻
ノ
沢
　
豊
邦
大
橋
上
流
64
0
3.
43
20
18
年
 3
月
7 日
内
田
臣
一
・市
川
隼
也
の
べ
30
分
0
2
0
0
0
21
5
愛
知
県
設
楽
町
豊
邦
　
当
貝
津
川
27
0
33
.9
20
18
年
 3
月
7 日
内
田
臣
一
・市
川
隼
也
の
べ
30
分
0
1
2
0
0
21
6
愛
知
県
設
楽
町
豊
邦
　
栗
島
川
　
三
都
橋
直
上
26
0
15
.5
20
18
年
 3
月
7 日
内
田
臣
一
・市
川
隼
也
の
べ
30
分
0
6
0
0
0
21
7
岐
阜
県
関
市
洞
戸
栗
原
　
長
良
川
（板
取
川
）　
キ
ャ
ン
プ
場
の
北
16
2
20
8
20
19
年
 1
2 月
20
日
内
田
臣
一
・市
川
隼
也
・伊
藤
寛
都
・杉
江
俊
城
・祖
父
江
一
・神
山
竜
太
郎
の
べ
12
0分
0
0
2
0
0
21
8
岐
阜
県
美
濃
市
蕨
生
　
　
長
良
川
（板
取
川
）　
和
紙
の
里
大
橋
上
流
30
0m
10
4
27
8
20
19
年
 1
2 月
15
日
伊
藤
寛
都
・崎
下
紘
信
・鈴
木
雄
太
・深
澤
和
也
・杉
江
俊
城
・祖
父
江
一
希
・田
口
脩
祐
・神
山
竜
太
郎
の
べ
12
0分
3
0
0
0
0
21
9
岐
阜
県
美
濃
市
蕨
生
　
　
長
良
川
（板
取
川
）　
和
紙
の
里
大
橋
上
流
30
0m
10
4
27
8
20
19
年
 1
2 月
15
日
3年
生
8人
の
べ
12
0分
7
0
0
0
0
22
0
岐
阜
県
美
濃
市
立
花
　
長
良
川
（板
取
川
）　
新
長
瀬
橋
下
流
20
0m
　
74
31
4
20
19
年
 1
2 月
20
日
内
田
臣
一
・市
川
隼
也
・伊
藤
寛
都
・杉
江
俊
城
・祖
父
江
一
・神
山
竜
太
郎
の
べ
12
0分
7
0
0
0
0
22
1
岐
阜
県
美
濃
市
曽
代
１
　
長
良
川
　
美
濃
橋
上
流
30
0m
　
64
10
79
20
19
年
 1
2 月
20
日
内
田
臣
一
・市
川
隼
也
・伊
藤
寛
都
・杉
江
俊
城
・祖
父
江
一
・神
山
竜
太
郎
の
べ
12
0分
1
1
1
0
0
82
